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寝
屋
川
水
系
と
　
内
水
氾
濫
へ
の
備
え
、
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定

　
昔
は
、
田
や
畑
が
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
水

を
吸
入
し
て
い
た
た
め
、
雨
が
降
っ
て
も
、

す
ぐ
に
は
川
の
水
は
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
は
家
や
ビ
ル
が
増
え
て
、
ほ

と
ん
ど
の
地
面
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
に
な
っ
た
こ
と
で
、
降
っ
た
雨

が
短
時
間
で
下
水
道
管
に
流
れ
込
ん
で
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
守
口
市
は
大

部
分
が
平
坦
な
低
地
で
あ
る
た
め
、
河
川
へ

は
ポ
ン
プ
に
よ
り
強
制
的
に
排
水
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
短
時
間
に
大
量
の
雨
が
降
っ
た

場
合
に
は
、雨
水
を
排
除
で
き
な
く
な
り「
内

水
浸
水
」が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
の
守
口
市
は
、
早
く
か

ら
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
現
在
で
は
市
内

の
公
共
下
水
道
の
普
及
率
は
99・９
%
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
24
年
８
月
の
集
中
豪

雨
で
は
、
床
上
浸
水
６
５
０
戸
、
床
下
浸
水

７
３
０
７
戸
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
主

な
原
因
は
下
水
の
処
理
能
力
を
超
え
る
雨
が

短
時
間
に
降
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
調
整
池
や
下
水
道
の
増
補
管
を
さ

ら
に
整
備
し
、
大
阪
府
も
守
口
市
内
３
箇
所

に
流
域
調
節
池
を
整
備
す
る
な
ど
府・
市
が

連
携
し
て
浸
水
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
集
中
豪
雨
は
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
浸
水
被
害
に
よ
る
人
的・
物
的
被

害
を
限
り
な
く
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
市
を
含
む
寝
屋
川
流
域
自
治
体
と
府

な
ど
の
行
政
機
関
や
、
民
間
会
社
な
ど
が
災

　
守
口
市
を
含
む
寝
屋
川
流
域
は
そ
の
大
部

分
が
低
平
地
で
あ
り
、
流
域
全
体
の
約
３
／

４
、
本
市
は
全
域
で
雨
水
が
自
然
に
河
川
に

流
れ
込
ま
な
い「
内
水
域
」で
す
。こ
の
た
め
、

下
水
道
に
よ
り
雨
水
を
集
め
て
ポ
ン
プ
で
強

制
的
に
河
川
へ
放
流
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
は
市
町
村
を
ま
た
が
っ
て
下
流
へ
と

流
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
流
域
住
民

の
暮
ら
し
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
、国
、府
、

流
域
11
市
が
協
力
し
て
、
河
川
と
下
水
道
と

流
域
が
一
体
と
な
っ
た
寝
屋
川
流
域
総
合
治

水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
の
主
な
浸
水
対
策

　
市
の
主
な
浸
水
対
策
と
し
て
、
大
雨
な
ど

の
際
に
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
め
て
お
く
施

設
と
し
て
大
枝
調
整
池
と
貯
留
管
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
大
枝
調
整
池
は
、
今
年
４
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
大
枝
公
園

（
西
側
）の
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
３
万
㎥

の
雨
水
を
地
下
に
貯
留
す
る
こ
と
が
で
き
、

貯
留
管
で
は
約
８
千
㎥
の
雨
水
貯
留
が
可
能

で
す（
競
泳
用
プ
ー
ル
１
杯
分
、
約
２
５
０

０
㎥
）。

　
ま
た
、
既
設
下
水
道
管
の
雨
水
排
水
能
力

を
補
う
た
め
に
増
補
管
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
新
た
な
浸
水
対
策
事
業
と

害
や
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
を

共
有
し
、
災
害（
警
戒
）時
に「
誰
が
」「
い
つ
」

「
何
を
」す
る
の
か
時
系
列
に
沿
っ
て
取
り
ま

と
め
た「
寝
屋
川
流
域
大
規
模
水
害
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」を
こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
市
も
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方

に
沿
っ
た
、
水
害
対
策
を
的
確
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

近年多発する豪雨の発生と
水害への備え

・ 最新の気象情報が入手でき、複数の手
段を確保しておく

・ 日常的に家屋の点検と補強をしておく
・ 周辺地域のハザード（浸水被害想定）を
把握しておく

・避難場所と避難経路を確認する

風水害に備えて
日頃から準備を

市
と
府
が
一
丸
と
な
っ
て

 

水
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す

し
て
、
現
在
、
国
道
１
６
３
号
道
路
地
下
な

ど
に
府
が
建
設
中
の
寝
屋
川
北
部
地
下
河
川

「
守
口
調
節
池
」へ
接
続
す
る
松
下
菊
水
放
流

幹
線
の
整
備
を
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。

府
の
主
な
浸
水
対
策

　
府
の
主
な
浸
水
対
策
と
し
て
、
寝
屋
川
北

部
地
下
河
川
や
寝
屋
川
治
水
緑
地
、
流
域
調

節
池
や
増
補
幹
線
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
下
河
川
と
は
、
都
市
部
で
は
河
川
拡

幅
や
新
た
な
河
川
の
開
削
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
道
路
下
に
河
川
を
築
造
す
る
も
の
で

す
。
現
在
、
西
三
荘
水
路
と
国
道
１
６
３
号

道
路
地
下
に
支
線
が
建
設
中
で
す
。
完
成
す

れ
ば
暫
定
調
節
池
と
し
て
６
万
㎥
の
貯
留
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
流
域
調
節
池
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
調
節

池
、
大
日
南
調
節
池
、
西
郷
通
調
節
池
の
３

カ
所
が
既
に
整
備
済
み
で
、各
１
万
６
千
㎥
、

２
万
㎥
、
４
万
㎥
の
雨
水
貯
留
能
力
を
有
し

ま
す
。

　
ま
た
、
増
補
幹
線
は
、
東
部
地
域
の
浸
水

対
策
に
大
き
く
寄
与
す
る「
門
真
守
口
増
補

幹
線
」の
整
備
に
今
年
度
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
府
や
流
域
各
市
と
連
携

し
て
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
大
雨
に

備
え
た
浸
水
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　本市は、地理的に平坦な場所に位置し、土砂災害の恐れがない一方で、古くから水害
に悩まされてきましたが、守口市、大阪府などが力を合わせ、大久保調整池の整備や、
市内ポンプ場を整備するなど、浸水対策を進めることで、被害は減少化傾向になりまし
た。
　しかし、近年では、何十年、何百年に一度といわれてきた規模の大雨が頻発し、今ま
での常識では考えられないような水害が発生しています。
　先日の西日本で甚大な被害をもたらした台風７号接近の際には、本市でも職員、守口
市消防団が、大雨での被害に備えて夜を徹し待機をしていました。市民の皆さんも、地
域やご家族で、災害時の備え、被害を抑える準備を進めていただくようお願いします。

　７月の西日本豪雨で亡くなられた方に心よりご冥福をお祈りし、被
災者の皆様にお見舞申し上げます。
　近年の「異常気象」により従来では考えられない雨の降り方が各地で
発生しています。
　守口市は淀川、寝屋川水系に挟まれた地域ですが両河川とも、管理
者である国や府がしっかりと対策を進めています。守口市もこれに連
携・協力し、水害への取り組みを紹介します。

水害は事前に対応できる災害
防災情報に注意を払い早めの避難と、普段からの備えを

問危機管理室   ℡06-6992-1497

多田昌生  守口市危機管理監


